


全長ストレート掘削により、
確実な品質・高い支持力を提供する。

杭先端支持力係数α＝417
従来の形を更に進化させ、
シンプルかつ高支持力を実現した
次世代（NEXT）への工法
Hyper-ストレートNT工法の誕生
Hyper-ストレートNT工法は、オーガにより地盤を先行掘削した後に、根固め液・杭周固定液を注入し、

杭を自沈または回転により所定の支持層に1Dt（杭先端部径）以上挿入する工法です。

オーガヘッド、スクリュー、撹拌ロッド及び連結ロッドなどで構成される掘削撹拌装置を使用し

掘削から根固め液注入・根固め部上下反復・杭周固定液注入・杭周固定部上下反復・

杭挿入設置までの施工手順で施工します。

また、高精度で効率的に施工をサポートする施工管理システムを導入することで、

根固め球根部の築造管理や支持層管理をリアルタイムで行い、品質確保に努めています。

Hyper-ストレートNT工法は、全掘削工程を同径で施工
するストレート掘削作業のため、施工管理が容易で工期
も短縮されます。

溝付きの専用下杭を根固め部に挿入することで、より強固に
杭体と根固め部を一体化させます。
上部にはPHC杭、PRC杭、SC杭、ST杭（頭部側を拡頭とす
る）などの既製コンクリート杭及び鋼管杭（上杭）の使用がで
き、杭径は300m～1200mmを使用できます。

適用範囲拡充により経済設計が可能 施工管理
従来のHyper-ストレート工法に比べ、Hyper-ストレートNT
工法は支持力係数、杭先端平均N値、適用杭径等の範囲
を拡充し、より効率的な設計が可能となっています。

Hyper-ストレートNT工法での施工時には、「施工管理装
置」を活用することで、根固め部の築造管理や支持層管
理をリアルタイムに行い、工事品質管理と信頼性の高い
施工が可能です。施工管理者が操作ボックスのモニター
を操作・確認しながら確実に施工管理ができます。（積分
電流計、流量計など）

シンプルな施工 先端に溝付き杭を使用

プレボーリング系高支持力工法　杭先端支持力係数α＝417

Hyper-straight NT Method of Construction

先端溝杭による
高支持力化

適用範囲の拡充 シンプルな
施工で

高い経済性

全長ストレート
掘削施工
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地盤の許容支持力及び適用範囲

本工法により施工される基礎ぐいの許容支持力を定める際に求
める長期並びに短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

１）長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

２）短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

ここで、（ i ）、（ ii ）式において、

Ｎ‾

Dt
Ａｐ

Ｎ‾ｓ

Ｌｓ

最下端くい下面より下方に１.０Ｄt、上方に１.０Ｄt区間の地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値（回）
但し、17≦Ｎ‾≦６０（個々のN値：N≦100）
基礎ぐいの先端部径（ｍ）
くい先端閉塞断面積（㎡）
Ａｐ＝π・Ｄt²／４
基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値（回）
但し、 Ｎ‾ｓ≦３０
基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計（ｍ）

：

：
：

：

：

‾ｑｕ

Ｌｃ
ψ

基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値（ｋＮ／㎡）
但し、 ‾ｑｕ≦２００（ｋＮ／㎡）
基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計（ｍ）
基礎ぐいの周囲の有効長さ（ｍ）
ψ＝π・Ｄ1（Ｄ1：軸部のくい径）
但し、拡径部においても軸部のくい径（Ｄ1）とする。

：

：
：

※1 液状化判定方法は、建築基礎構造設計指針に示されている方法による。
※2 くい先端から上方に1.5Ｄtの範囲はβ及びγは考慮しない。

1
3Ｒａ ＝ 　 ｛αＮ‾Ａｐ ＋ （β‾ＮｓＬｓ ＋ γ‾ｑｕＬｃ）ψ｝（ｋＮ）…（ i ）

2
3Ｒａ ＝ 　 ｛αＮ‾Ａｐ ＋ （β‾ＮｓＬｓ ＋ γ‾ｑｕＬｃ）ψ｝（ｋＮ）…（ ii ）

: 基礎ぐいの先端付近の地盤（地震時に液状化するおそれ※1のある地盤を除く）における
 支持力係数（α＝417）

: 基礎ぐいの周囲の地盤（地震時に液状化するおそれ※1のある地盤を除く）のうち
 砂質地盤におけるくい周面摩擦力係数（β＝7.71）

: 基礎ぐいの周囲の地盤（地震時に液状化するおそれ※1のある地盤を除く）のうち
 粘土質地盤におけるくい周面摩擦力係数（γ＝０．85）

 α
 

β
 

γ

次世代（NEXT）に繋ぐ、プレボーリング系高支持力工法
「Hyper-ストレートNT工法」

［先端地盤：砂質地盤、礫質地盤］ ［地盤とくいの配置概要］

Features

地盤の許容支持力

軸部のくい径
D1

軸部のくい径
D1

先端部径

Dt Dt Dt

軸部のくい径

D1D1
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ストレート掘削による
シンプルで高品質な施工フローを実現

Construction

1.7Dt1.7Dt

D’

Dt Dt Dt

D’

TYPE ⅢTYPE IITYPE I

3.2Dt

杭
周
固
定
液
注
入
範
囲

根
固
め
部

杭
周
固
定
部

▼

杭周固定液
　注入範囲
　上端深度

根固め部上端

▲

根固め部下端

▲

2.0Dt

1.2Dt

■ くい周固定液注入／くい周固定部上下反復
くい周固定液注入範囲下端深度より上端深度まで、くい周固
定液を注入しながら引上げ、くい周固定液注入範囲を1回以上、
上下反復する。その後、掘削孔より掘削撹拌装置を引上げる。

■ 根固め液注入／根固め部上下反復
根固め部下端にて正回転で根固め液を所定注入量の1/2～
全量注入後、上方1.7Dt区間を2回以上、上下反復する。

■ くい挿入・設置
くいを建て込み、挿入し、所定深度に設置する。

■ くい心セット／掘削・撹拌
くい心に掘削心をあわせ、水などを注入しながら必要に応じて上
下反復し、根固め部下端まで掘削する。

D’
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施工手順



根固め部築造から支持層管理まで
リアルタイムで施工をシステム管理

Managiment System

■注入液種類及び使用量
Hyper-ストレートNT工法に使用する注入液は、根固め液、杭周固定液である。セメントは普通ポルトランドセメント、早強ポル
トランドセメント、高炉セメント、シリカセメント、エコセメントを用いる。

■根固め液
杭と支持地盤を一体化し、先端支持力を確保するための注入液で、W/C=60%のセメントミルクです。

■杭周固定液
杭と周辺地盤を一体化し、周面摩擦及び水平抵抗を確保するための注入液で、W/C=60%のセメントミルクです。

注入液

油圧ショベル

杭

杭打機本体 ポンプ

サイロ

発電機

水槽プラント 水源

オーガ駆動装置　撹拌機

1m

1/250

2m 3m

杭打機本体

オーガ駆動装置

掘削撹拌装置

杭挿入装置

モルタルプラント

排土設備

電力設備

給水設備

3点式杭打機
懸垂式杭打機　

容量３０～180ｋw

オーガヘッド
スクリュー
撹拌ロッド　
連結ロッド

杭回転駆動装置
回転キャップ
連結ロッド

グラウトポンプ
グラウトミキサー
セメントサイロ

油圧ショベル

発電機

水道水（φ13ｍｍ以上）
水中ポンプ　水槽

1

2

3

4

5

6

7

8

Ｎｏ． 名　　称 仕　　　様

施工機械 配置イメージ図 一体型施工管理装置の構成例

1250

346

13.15

0.21

15.60

211

0.00

0.00

15.60

オーガ先端の深度を計測します。
深度計はこれ以外のタイプもあります。

■オーガ深度計

エンドレス式

巻き取り式

はさみ込み式

セメントミルクの流量を計測します。
■流量計

掘削管理画面によりビジュアル的に根固め液の
注入状況を把握できます。

積分電流値により、地盤状況を把握できます。

表示BOX（OP側）

掘削管理画面（根固め部築造管理） 支持層管理画面（積分電流計）

操作BOX（管理者側）

杭打機オペレーター及び
施工管理者が操作や確認
する計測器の顔です。計測
中は4種類の画面（数値
画面、支持層管理画面
（積分電流計）、時系列画面
（タイムチャート）、掘削管理
画面（根固め部築造管理）で
表示できます。

■操作ＢＯＸ（表示ＢＯＸ）

施工管理装置の一例

■簡易型管理装置

■分離型施工管理装置

流量計

オーガ負荷電流を計測します。
■電流計（クランプ）

各種ケーブル取付部

各計測器のデータを取りまとめる心
臓部です。

■中継ＢＯＸ

杭先端部径 Dt

掘削径 D’

セメント

水

練上り量

W/C

（㎜）

（㎜）

（㎏）

（ℓ）

（ℓ）

（%）

300

400

162

96

147

60

350

470

254

151

231

60

400

540

373

222

340

60

450

600

509

304

465

60

500

670

696

417

637

60

600

800

1166

699

1067

60

700

940

1851

1110

1695

60

800

1070

2711

1626

2483

60

900

1200

3804

2281

3484

60

1000

1330

5157

3093

4724

60

1100

1470

6890

4133

6313

60

1200

1600

8864

5317

8122

60

根固め液標準配合表（標準掘削径の場合）

杭周固定液標準配合表（標準掘削径の場合）

※掘削径D ’は標準掘削径＋0mm～+50mmまで適用可能であり、各注入液の配合量については掘削径毎に設定する。

（1mあたり）

杭先端部径 Dt

掘削径 D’

セメント

水

練上り量

W/C

（㎜）

（㎜）

（㎏）

（ℓ）

（ℓ）

（%）

300

400

25

15

23

60

350

470

32

19

29

60

400

540

42

25

38

60

450

600

50

30

46

60

500

670

62

37

57

60

600

800

87

52

80

60

700

940

119

71

109

60

800

1070

154

92

141

60

900

1200

192

115

176

60

1000

1330

235

141

215

60

1100

1470

287

172

263

60

1200

1600

339

203

310

60
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先端に溝付き杭を使用し、
Hyper-ストレート工法を超える高支持力を実現

１．工法名
Hyper-ストレートNT工法

Hyper-ストレートNT工法 長期許容支持力

２．工法の概要
Hyper-ストレートNT工法はオーガにより地盤を杭先端部径の1.33倍
で先行掘削した後に掘削孔最下端より根固め液を注入・撹拌を行い
根固め部を築造する。杭周固定部には根固め液と同配合の杭周固
定液を注入・撹拌を行う。以上のように施工された孔内に、杭を自沈
又は回転によって所定の地盤に挿入する工法である。杭先端部に
は溝を有する杭を必ず使用し、支持層中に根入れすることで高い支
持力を得ることができる。なお、先端（下杭）に用いる杭の形状はスト
レート杭とST杭（先端部拡径）の2種類がある。全体形状は、全長ス
トレート杭の場合と杭先端部ST杭（先端部拡径）の場合と杭頭部
ST杭（頭部拡径）の場合がある。

３．適用範囲

認定番号：TACP-0675 認定番号：TACP-0676

標
尺
ｍ

5

10

15

20

25
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35

40

杭位置
標 準 貫 入 試 験

10 20 30 40 50 60
N   値

埋土

シルト

砂
混じり
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砂礫

細砂

シルト

砂
混じり

深
度
ｍ

土
質
名

土
質
記
号

1.20

3.50

6.70

9.80

13.60

21.10

26.10

36.00

Dt

D’

1.
2D
t
2.
0D
t

1.
5D
t

杭
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擦
力
[β
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囲

杭
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力
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]算
定
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置

シルト質
細砂

シルト質
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砂質
シルト

■杭先端支持力 （kN）

■砂質地盤（Ｎ‾ｓ）杭周面摩擦力 （kN/m）

［先端地盤：砂質地盤、礫質地盤］

認 定 書
杭先端部径Dt
(mm)

300
350
400
450
500
600
700
800
900
1000
1100
1200

167
227
296
375
463
668
909
1187
1503
1855
2245
2672

196
267
349
442
545
786
1069
1397
1768
2183
2641
3144

245
334
436
552
682
982
1337
1746
2210
2729
3302
3930

294
401
524
663
818
1179
1604
2096
2652
3275
3962
4716

343
468
611
773
955
1375
1872
2445
3094
3820
4623
5502

393
534
698
884
1091
1572
2139
2794
3537
4366
5283
6288

17 20 25 30 35 40
442
601
786
994
1228
1768
2407
3144
3979
4912
5944
7074

45
491
668
873
1105
1364
1965
2674
3493
4421
5458
6604
7860

50
540
735
960
1215
1501
2161
2942
3842
4863
6004
7265
8646

55
589
802
1048
1326
1637
2358
3209
4192
5305
6550
7925
9432

60
Ｎ‾値（先端地盤：砂質地盤、礫質地盤）

Specification

支持層
止め

中間
支持層
止め

杭軸部径D1
(mm)

300
350
400
450
500
600
700
800
900
1000
1100
1200

12.1
14.1
16.1
18.1
20.1
24.2
28.2
32.2
36.3
40.3
44.4
48.4

24.2
28.2
32.2
36.3
40.3
48.4
56.5
64.5
72.6
80.7
88.8
96.8

36.3
42.3
48.4
54.4
60.5
72.6
84.7
96.8
108.9
121.1
133.2
145.3

48.4
56.5
64.5
72.6
80.7
96.8
113.0
129.1
145.3
161.4
177.6
193.7

60.5
70.6
80.7
90.8
100.9
121.1
141.2
161.4
181.6
201.8
222.0
242.2

72.6
84.7
96.8
108.9
121.1
145.3
169.5
193.7
217.9
242.2
266.4
290.6

5 10 15 20 25 30
Ｎ‾S値

■粘土質地盤（qu）杭周面摩擦力 （kN/m）

杭軸部径D1
(mm)

300
350
400
450
500
600
700
800
900
1000
1100
1200

4.0
4.6
5.3
6.0
6.6
8.0
9.3
10.6
12.0
13.3
14.6
16.0

8.0
9.3
10.6
12.0
13.3
16.0
18.6
21.3
24.0
26.7
29.3
32.0

13.3
15.5
17.8
20.0
22.2
26.7
31.1
35.6
40.0
44.5
48.9
53.4

26.7
31.1
35.6
40.0
44.5
53.4
62.3
71.2
80.1
89.0
97.9
106.8

40.0
46.7
53.4
60.0
66.7
80.1
93.4
106.8
120.1
133.5
146.8
160.2

53.4
62.3
71.2
80.1
89.0
106.8
124.6
142.4
160.2
178.0
195.8
213.6

15 30 50 100 150 200
qu値

１）適用する地盤の種類

２）杭先端最大施工深さ

３）適用する建築物の規模

４）工事施工者及び管理者

施工地盤面から杭先端までの深度
砂質地盤：65.9m 
礫質地盤：69.0m

基礎ぐいの先端付近の地盤の種類：砂質地盤、礫質地盤
基礎ぐいの周囲の地盤の種類：砂質地盤、粘土質地盤

工事施工者及び管理者は、日本コンクリート工業㈱または
日本コンクリート工業㈱が承認した施工会社とする。

建築物の各階の床面積の合計が1,000,000㎡以下

‾

‾
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